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教科横断

各教科等をつなぐ教育課程の編成と実施

数学

保体

外国
語

情報

特別
活動総合
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専門
教科

家庭

芸術
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国語
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教科を何で横断させるのか？

資質・能力 教科内容

学び方 外部人材

ア 説明
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先生方への「問い」

★※◇さんが「○○高校の生
徒に育成したい資質・能力」
を育成または発揮するために、
担当教科ではどのようなアプ
ローチができるでしょうか？



Menu

ウ

演習

イ

導入

ア

説明

カリマネの
理念を共有

演習の流れ
を確認

協議

↓

ポスターツアー
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ア 説明

Ｅジャーナルしずおか
１８９号（７月５日発行）１９０号（８月７日発行）あすなろアングル

8



授業改善

主体的・対話的で深い学びの実現

授業改善 授業改善

検証・改善 －何を教えたか－ －子どもがどう学んだか－

ア 説明

主体的・対話的で深い学びの実現 主体的・対話的で深い学びの実現

Ｅジャーナルしずおか１９０号（８月７日発行）あすなろアングル
ーカリキュラム・マネジメントの実現に向けてー

組織運営の改善

目指す学校像（育成を目指す生徒の姿）
－子どもたちにどのような力を付けるか－
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センター研修

理念の共有

ア 説明

Ｅジャーナルしずおか１９０号（８月７日発行）あすなろアングル
ーカリキュラム・マネジメントの実現に向けてー

授業実践におけ

る子どもの具体

の姿

各教科等で育成

すべき資質・能

力を抽出

各教科等のつな

がりを検証
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■３つの側面

① 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教
育目標を踏まえた教科等横断的な視点で、その目標
の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していく
こと。

② 教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地
域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、
教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一
連のＰＤＣＡサイクルを確立すること。

③ 教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等
を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果
的に組み合わせること。

（平成28年12月21日 中央教育審議会答申）

カリキュラム・マネジメントとは
ア 説明
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子供たちの姿や地域の実情等を
踏まえて、各学校が設定する学校
教育目標を実現するために、学習
指導要領等に基づき教育課程を編
成し、それを実施・評価し改善し
ていくこと。

（平成28年12月21日 中央教育審議会答申）

カリキュラム・マネジメントとは
ア 説明
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学習指導要領

目指す学校像（育成を目指す生徒の姿）

教育課程

年間指導計画

単元計画

カリキュラム・マネジメントとは
ア 説明

１単位時間
の授業
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学習指導要領

目指す学校像（育成を目指す生徒の姿）

教育課程

年間指導計画

単元計画

カリキュラム・マネジメントとは
ア 説明

１単位時間
の授業
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学習指導要領

目指す学校像（育成を目指す生徒の姿）

教育課程

年間指導計画

単元計画

カリキュラム・マネジメントとは
ア 説明
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学習指導要領

目指す学校像（育成を目指す生徒の姿）

教育課程

年間指導計画

単元計画

カリキュラム・マネジメントとは
ア 説明

１単位時間
の授業

つながる
各教科、教科と学年、各学年、学校内外、など
俯瞰的な視点をもってつながりながら、
すべての先生方によって、教育活動をより良い
ものにしていくサイクルをまわす
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カリキュラム・マネジメントの充実
によって期待できる成果

各教科

総合的な学習の時間

特別活動

ＩＣＴの活用

地域の人的
・物的資源の活用

つながる

【生徒】
学びの深まり

【教師】
見通しと展望

ア 説明
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見える



28年度 29年度 30年度

研修計画のＰＤＣＡサイクル

イ 導入

18



19

イ 導入

28年度



目指す学校像
（育成を目指す生徒の姿）

20

授業実践

授業実践
授業実践

授業実践

授業実践
授業実践

授業実践

授業実践
授業実践授業実践

授業実践
授業実践

授業実践

授業実践
授業実践

イ 導入

28年度



目指す学校像
（育成を目指す生徒の姿）

○○高校の生徒に
育成すべき
資質・能力

生徒

イ 導入

教科の枠を越えて、
一人の生徒をどう育てるかを共有する

研修計画のＰＤＣＡ⇒新たな「P」

29年度
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教科
E

教科
B

教科
D

教科
C

教科
A

生徒 生徒 生徒 生徒 生徒

一人の生徒をどう育てるかを出発点に

個業から、協業「チーム学校」へ

イ 導入



情報

数学

保体

外国
語

特別
活動

総合
学習

専門
教科

家庭

芸術

理科

国語 地公

イ 導入

目指す学校像
（育成を目指す生徒の姿）

○○高校の生徒に
育成すべき
資質・能力

生徒

29年度
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生徒モデルで「アイコンを付ける」

イ 導入
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第１学年末に、新２年部の
指導方針会議を実施します。
今後★※◇さんをどのよう
に育てていくか、検討しま
しょう。

MISSION

イメージは
「進路検討会」等



「○○高校の生徒に育成したい資質・能力」を設定する。

演習の流れ

１

生徒モデル（ＡorＢ）を選択する。

担当教科からアプローチする。 【個人⇒グループ】

つながりについて協議する。

ＡorＢの実態を確認する。

２

３

４

５

共有（ポスターツアー）

本日の振り返り【個人】

６

７

イ 導入
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27

目指す学校像(育成を目指す生徒の姿)①

○○高校の生徒に育成したい資質・能力

21世紀を担うリーダーとして、グローバル時代を生き抜
く逞しさを身に付けるとともに、国際社会、あるいは地
域社会の指導的立場で活躍できる人材へと成長する。

アレンジ・加筆可

「○○高校の生徒に育成したい資質・能力」を設定する。１

イ 導入

育成したい資質・能力の例

伝える力 聞く力 公共心 チームワーク 自己有用感 主体性

粘り強さ ストレスに対応する力 公正に判断する力 まとめる力

発見する力 調べる力 計画的に取り組む力 課題を解決する力

選択する力 学びに向かう力 役立とうとする意識 前に踏み出す力
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生徒モデル （生徒 ― ） の実態・・・現状では育成または発揮できていない資質・能力

グループで生徒AまたはBを選択する。

イメージを追加してよい。

イ 導入

生徒モデル（ＡorＢ）を選択する。２

ＡorＢの実態を確認する。３

現状では育成または発揮できていない
資質・能力を確認する。



商業〈役立とうとする意識、前に踏み出す
力〉
商業で学んだ知識・技能を地域社会で生か
したい。そのためには行政や企業と共に創
り上げていく姿勢と課題設定が必要になる。

外国語（英語）〈伝える力〉
自分の考えに最も近い意見を選
び、整理して、相手にわかりや
すく伝える活動を取り入れる。

家庭〈選択する力〉
複数の選択肢の中から、自分の置かれてい
る状況を踏まえてどのような行動を取れば
よいか、考え判断する「意思決定」の機会
を作る。何を食べるか、ＴＰＯに応じた着
方、環境とライフスタイルなど。

29

イ 導入

担当教科からアプローチする。 【個人】４

保健体育（体育）〈課題を解決す
る力〉
自己や仲間の挑戦する課題を設定
したり、見直したりする機会を設
ける。

公民〈公正に判断する力〉
複数の立場や意見を踏まえて選
択・判断できるような、「考え
るための材料（資料）」を用意
する。

数学〈粘り強さ〉
自力解決において、「何で困って
いるのか」を記述させる場面を設
定する。

例１

例２

例３

例４

例５

例６
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【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

国語

イ 導入

担当教科からアプローチする。 【グループ】４
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イ 導入

つながりについて協議する。５

１

４

【協議の視点】
視点Ⅰ ④が①につながっているか（タテの視点）
視点Ⅱ ①に向けて④にはどのようなつながりが見出せるか（ヨコの視点）

・どのような点に共通性があるか
・より効果的に身に付けさせるための順序性はあるか
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イ 導入

共有（ポスターツアー）６
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イ 導入

共有（ポスターツアー）６
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イ 導入

本日の振り返り【個人】７

①先生方の授業は、どのような資
質・能力を育成するものになって
いるでしょうか？

②それはどのように「目指す学校
像」につながっているでしょう
か？



自身の教科での生徒
の顔しか知らないこ
とに気づいた。他教
科との協力が必要だ
と感じた。

具体的に、ある生徒をイメージして多くの教科
から指導の方向が示されたことが興味深かった。
共通点、相違点から、様々なアプローチを考え
るきっかけがあったように思う。

各教科とのつなが
りを大事にして、
生徒をどのように
成長させるのか、
共通認識が必要で
あると感じた。

日々に力を注げるのは
大きな目標があるため
なのだから、１日を考
えるのには、ワクワク
するような未来のイ
メージを持たなければ
ならないと思った。

教科で何ができるか
もっと明確にしてい
きたいと思った。
他教科のアイディア
が面白く、とても参
考になった。

教科を越えて、生徒
を育てる研修は機会
が少ないと気付いた。
他教科との連携を取
るためには、学校全
体での研修が担保さ
れなければ実現は不
可能だと思った。

日々は忙しく、なかなか
ケースで皆で考えること
はないので、よい研修、
コミュニケーションの場
となりました。29.9.11静岡商業高校

先生方の振り返りから
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みんなで

協働性
創り

創造性
続ける

継続性

教職員の足並みをそろえる

ウ 共有
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